
は
じ
め
に

清
朝
考
証
学
が
あ
げ
た
成
果
の
う
ち
最
も
め
ざ
ま
し
い
分
野

と
し
て
、
小
学
、
わ
け
て
も
音
韻
研
究
を
数
え
る
こ
と
に
さ
し

て
異
論
は
お
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
戴
震
が
「
答
段

若
膺
論
韻
」
（
１
）

の
中
で
、「
顧
氏
於
古
音
有
草
創
之
功
」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
音
韻
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
の
礎
は
顧
炎
武
（
２
）

に

よ
っ
て
築
か
れ
た
と
い
う
こ
と
も
ま
た
周
知
の
こ
と
に
属
し
て

い
る
。
顧
炎
武
の
音
韻
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
『
音
学
五
書
』

が
開
彫
さ
れ
た
の
は
、
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）、
顧
炎
武
五
十

五
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
所
謂
符
山
堂
本
『
音
学
五

書
』
で
あ
る
が
、
そ
の
同
じ
年
、
や
は
り
符
山
堂
蔵
板
の
『
広

韻
』
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
（
３
）

。
顧
炎
武
は
こ
の
『
広
韻
』
刊
行
に

も
深
く
関
係
し
て
い
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
顧
炎
武
の
古
音
研

究
に
お
け
る
『
広
韻
』
の
意
味
の
重
さ
が
、
そ
の
重
刻
に
結
び

つ
い
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
り
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
近
年
、

顧
炎
武
の
上
古
音
研
究
そ
の
も
の
や
、
そ
の
思
想
史
上
に
お
け

る
意
義
な
ど
に
つ
い
て
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
当
然
、

そ
れ
ら
の
中
で
も
、
こ
の
符
山
堂
本
『
広
韻
』
重
刊
の
こ
と
は
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取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
４
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
符
山
堂
『
広

韻
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
検
討
は
い
ま
だ
十
分
な
も
の
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
に
は
、
後
述
の
よ
う
に
符
山
堂
本

『
広
韻
』
が
善
本
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
関
連
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
顧
炎
武
の
学
術
形
成
を
考
察
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
本
人
が
用
い
た
版
本
に
極
力
も
と
づ
く
と

い
う
こ
と
が
ま
ず
重
要
で
あ
り
、『
広
韻
』
の
場
合
、
顧
炎
武
自

身
が
そ
の
重
刻
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、

符
山
堂
板
『
広
韻
』
に
つ
い
て
、
そ
の
系
統
や
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
、

ま
た
、
祖
本
の
入
手
時
期
や
出
版
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
お
も
う
。

一.

顧
炎
武
に
よ
る
『
広
韻
』
再
発
見
と
重
刻

『
広
韻
』
は
、
直
接
に
は
、
北
宋
・
陳
彭
年
等
の
手
に
な
る

が
、
そ
の
源
は
、
隋
・
陸
法
言
等
の
『
切
韻
』
に
ま
で
溯
り
う

る
、
中
古
音
の
体
系
を
存
す
る
韻
書
で
あ
る
。
顧
炎
武
の
当
時

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
は
平
水
韻
（
一
百
七
韻
）
で
あ
り
、
二

百
六
韻
か
ら
な
る
『
広
韻
』
は
す
で
に
忘
れ
さ
ら
れ
た
存
在
で

あ
っ
た
。
顧
炎
武
は
、『
詩
経
』
の
押
韻
例
を
も
と
に
、
そ
の
結

果
を
『
広
韻
』
に
投
影
す
る
と
い
う
、
そ
の
後
の
古
音
分
部
の

基
本
的
方
法
を
打
ち
立
て
た
。
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
の
が
古
音

十
部
説
で
あ
り
、
以
後
、
上
古
音
の
分
部
は
こ
れ
を
も
と
に
精

密
さ
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

埋
も
れ
て
い
た
『
広
韻
』
は
、
こ
う
し
て
、
顧
炎
武
に
よ
っ

て
再
発
見
さ
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
重
刻
さ
れ
、
ふ
た
た
び
世

に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
、
そ
れ
が
符
山
堂
本
『
広
韻
』
で
あ
る
。

頼
惟
勤
は
、
顧
炎
武
の
『
広
韻
』
重
刊
に
つ
い
て
、「
二
百
六
韻

の
発
掘
は
、
考
え
う
る
最
良
の
文
献
資
料
の
探
求
と
い
う
努
力

の
成
果
で
す
。『
工
ソ
ノ
事
ヲ
善
ク
セ
ン
ト
欲
ス
レ
バ
必
ズ
先
ヅ

ソ
ノ
器
ヲ
利
ニ
ス
』
と
は
誠
に
千
古
の
鉄
則
で
す
。
し
か
も
顧

炎
武
は
、
そ
の
『
利
器
』
を
公
刊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
界

共
有
の
道
具
と
し
ま
し
た
」
と
評
価
し
て
い
る
（
５
）

。
ま
た
、
な
に

よ
り
も
顧
炎
武
自
身
が
「
音
学
五
書
敘
」
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
の
が
彼
の
上
古
音
研
究
に
お
け
る
『
広
韻
』
の

役
割
の
大
き
さ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

世
日
遠
而
傳
日
訛
、
此
道
之
亡
、
蓋
二
千
有
餘
歳
矣
、
炎

武
潛
心
有
年
、
既
得
廣
韻
之
書
、
乃
始
發
悟
於
中
。
而
旁

通
其
説
、
於
是
據
唐
人
以
正
宋
人
之
失
、
據
古
經
以
正
沈
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氏
唐
人
之
失
、
而
三
代
以
上
之
音
部
分
秩
如
至
l
而
不
可

亂
。
乃
列
古
今
音
之
變
而
究
其
所
以
不
同
爲
音
論
二
卷
、

考
正
三
代
以
上
之
音
、
注
三
百
五
篇
爲
詩
本
音
十
卷
、
注

易
爲
易
音
三
卷
、
辨
沈
氏
部
分
之
誤
而
一
一
以
古
音
定
之

爲
唐
韻
正
二
十
卷
、
綜
古
音
爲
十
部
爲
古
音
表
二
卷
。
自

是
而
六
經
之
文
乃
可
讀
、
其
他
諸
子
之
書
離
合
有
之
而
不

甚
遠
也
。
天
之
未
喪
斯
文
、
必
聖
人
復
起
、
擧
今
日
之
音

而
還
之
淳
古
者
。
子
曰
、
吾
自
衛
反
魯
然
後
樂
正
雅
頌
各

得
其
所
、
實
有
望
於
後
之
作
者
焉
。（
古
の
聖
人
の
時
代
か

ら
遠
ざ
か
る
ほ
ど
に
、
そ
の
伝
え
た
と
こ
ろ
の
も
の
も
誤

り
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
く
。
こ
の
音
韻
と
い
う
道
に
お
い

て
も
、
正
し
い
音
は
ほ
ろ
び
の
一
途
を
た
ど
り
、
二
千
年

あ
ま
り
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
私
は
、
研
究
に
没
頭
す
る

こ
と
多
年
、
や
が
て
『
広
韻
』
を
得
る
こ
と
で
よ
う
や
く

悟
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
音
韻
に
関
す
る

説
を
ひ
ろ
く
学
び
修
め
、
唐
人
の
音
韻
を
も
と
に
、
宋
人

の
誤
り
を
た
だ
し
、
古
経
の
音
韻
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て

沈
約
お
よ
び
唐
人
の
誤
り
を
た
だ
し
た
。
こ
う
し
て

〔
夏
・
殷
・
周
の
〕
三
代
の
古
音
の
部
立
て
は
秩
序
立
ち
一

糸
乱
れ
ぬ
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
古
今
の
音

韻
変
化
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
挙
げ
て
そ
の
異
な
る
所
以
を
明

ら
か
に
し
、「
音
論
」
三
巻
を
作
っ
た
。
三
代
以
上
の
音
を

考
究
し
、『
詩
経
』
三
百
五
編
に
注
し
て
「
詩
本
音
」
十
巻

を
作
り
、『
易
』
に
注
し
て
「
易
音
」
十
巻
を
作
り
、
沈
約

の
分
部
の
誤
り
を
弁
じ
て
一
つ
一
つ
古
音
に
よ
っ
て
そ
れ

を
訂
正
し
「
唐
韻
正
」
二
十
巻
を
作
り
、
古
音
を
総
合
し

て
十
部
に
分
け
、「
古
音
表
」
二
巻
を
作
っ
た
。
こ
れ
よ
り
、

六
経
の
文
章
は
よ
う
や
く
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

他
の
諸
子
の
書
に
つ
い
て
は
合
致
す
る
と
こ
ろ
し
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
そ
う
か
け
離
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
。
天
が
斯
文
を
滅
ぼ
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
い
つ

の
日
か
き
っ
と
聖
人
が
再
び
現
れ
て
今
日
の
音
韻
を
取
り

上
げ
て
淳
朴
で
あ
っ
た
古
の
状
態
に
か
え
す
こ
と
で
あ
ろ

う
。
孔
子
は
『
私
が
衛
の
国
か
ら
魯
の
国
へ
か
え
っ
て
は

じ
め
て
楽
が
正
さ
れ
雅
頌
は
そ
れ
ぞ
れ
よ
ろ
し
き
を
得
た
』

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
『
音
学
五
書
』
も
、
ま

さ
し
く
後
世
の
制
作
者
に
望
み
を
か
け
る
も
の
で
あ
る
）

顧
炎
武
は
、
上
古
か
ら
中
古
を
経
て
近
世
に
い
た
る
ま
で
の

歴
史
的
音
韻
変
化
を
、「
あ
る
べ
き
姿
」
か
ら
の
逸
脱
と
み
な
し
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て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、『
音
学
五
書
』
の
う
ち
、
も
っ
と
も
中

心
と
な
る
「
唐
韻
正
」
の
名
そ
の
も
の
が
、
顧
炎
武
自
身
の
古

音
十
部
説
の
立
場
か
ら
、
唐
韻
（
唐
代
の
音
韻
）
を
修
正
し
よ

う
と
い
う
意
図
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。『
広
韻
』
は
、
い
わ
ば
正
し
か
ら

ざ
る
近
世
（
の
音
韻
体
系
）
か
ら
あ
る
べ
き
上
古
へ
と
遡
る
た

め
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
符
山
堂
本
『
広
韻
』
は
、
や
が
て
、
ふ
た
た

び
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
符
山
堂
本
『
広
韻
』

が
節
略
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
よ

り
よ
い
版
本
が
現
れ
、
そ
ち
ら
が
流
通
し
は
じ
め
た
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
、「
顧
炎
武
が
大
切
に
し
て
い
た
広
韻
と
い
う
も
の

も
、
実
は
南
山
書
院
や
勤
徳
書
堂
の
亜
流
で
あ
っ
て
、
今
日
に

し
て
見
れ
ば
蔵
書
家
の
話
柄
と
な
っ
て
も
学
者
の
書
斎
に
は
必

要
の
な
い
版
と
い
う
こ
と
に
な
」
（
６
）

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

王
国
維
が
、「
顧
刻
広
韻
跋
」
（
７
）

に
お
い
て
、「
余
於
廣
韻
、
有
影

宋
本
二
、
影
元
本
一
、
又
校
得
武
原
張
氏
所
蔵
南
宋
刻
小
字
本

矣
。
顧
復
収
此
本
者
重
其
爲
亭
林
先
生
所
刊
也
（
私
は
『
広
韻
』

に
つ
い
て
は
、
影
宋
本
を
ふ
た
つ
、
影
元
本
を
ひ
と
つ
所
有
し

て
お
り
、
ま
た
さ
ら
に
武
原
張
氏
所
蔵
の
南
宋
刻
小
字
本
を
校

し
え
た
。
そ
れ
な
の
に
さ
ら
に
こ
の
本
を
蔵
す
る
こ
と
に
し
た

の
は
そ
れ
が
顧
亭
林
先
生
が
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
重

く
み
た
か
ら
で
あ
る
）」
と
い
っ
て
い
る
の
も
、
ま
さ
に
そ
の
あ

た
り
の
事
情
を
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
今
日
、

ふ
つ
う
に
『
広
韻
』
と
い
え
ば
、
毛
●
汲
古
閣
蔵
宋
本
お
よ
び

潘
耒
鈔
徐
元
文
含
経
堂
蔵
宋
本
に
拠
っ
た
張
士
俊
沢
存
堂
本
を

指
す
。
こ
れ
は
康
煕
四
十
三
年
（
一
七
〇
四
）
の
開
版
で
、
こ

の
時
、
顧
炎
武
は
す
で
に
世
を
去
っ
て
い
る
。

二.

符
山
堂
板
『
広
韻
』
の
系
統

と
こ
ろ
で
符
山
堂
本
『
広
韻
』
が
善
本
で
な
い
こ
と
に
は
顧

炎
武
自
身
も
程
な
く
し
て
気
が
つ
い
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
次

に
、『
亭
林
文
集
』
巻
五
所
載
の
「
書
広
韻
後
」
を
引
用
す
る
。

な
お
、
こ
の
「
書
広
韻
後
」
は
、
後
述
の
関
西
大
学
所
蔵
符
山

堂
本
『
広
韻
』
の
劈
頭
に
「
題
広
韻
書
後
」
と
し
て
お
さ
め
ら

れ
て
い
る
文
章
と
酷
似
し
て
い
る
も
の
の
互
い
に
出
入
が
あ
り
、

総
じ
て
「
書
広
韻
後
」
の
ほ
う
が
詳
し
い
。
そ
こ
で
引
用
に
あ

た
っ
て
は
「
書
広
韻
後
」
を
用
い
、「
書
広
韻
後
」
に
み
え
、

「
題
広
韻
書
後
」
に
は
み
え
な
い
部
分
に
は
傍
線
を
付
し
、「
題

広
韻
書
後
」
に
み
え
、「
書
広
韻
後
」
に
は
み
え
な
い
部
分
は
﹇
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●
﹈
を
付
し
て
お
く
。
ま
た
細
か
い
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は

注
に
お
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

余
既
表
『
廣
韻
』
而
重
刻
之
、
以
見
自
宋
以
前
所
傳
之
韻

如
此
。
然
惜
其
書
之
不
完
也
。『
路
史
』
曰
「
周
有
井
伯
、

『
廣
韻
』
曰
、
子
牙
後
」。
今
井
下
無
此
文
。
又
曰
「『
廣
韻
』

云
、
漢
有
p
城
後
（
８
）

」。
今
p
字
灰
等
二
韻
兩
收
而
亦
無
此

文
。
又
引
p
下
云
「

名
在
右
扶
風
」。
而
今
灰
韻
注
但
（
９
）

「

名
」
二
字
。『
困
學
記
聞
』
曰
「『
廣
韻
』
以
賁
爲
姓
、

古
有
勇
士
賁
育
」
。
今
賁
下
但
「
亦
姓
」
二
字
。
又
曰

「『
廣
韻
』
云
、
後
蜀
録
有
法
部
尚
書
屯
度
」。
又
曰
「『
廣

韻
』
引
何
氏
姓
苑
有
『
況
姓
廬
江
人
』」。
今
屯
下
況
下
但

「
又
姓
」
二
字
。『
禮
部
韻
略
』
引
『
廣
韻
』
●
字
注
云

「『
論
語
』
子
西
●
哉
」。
軻
字
注
云
「
孟
子
居
貧
轗
軻
、
故

名
軻
、
字
子
居
」。
今
竝
無
此
文
。
又
注
●
字
云
「
漢
光
武

得
此
鼠
、
竇
攸
識
之
。
廣
韻
以
爲
終
軍
、
誤
」。
今
亦
無
終

軍
之
文
也
。
太
原
傅
山
曰
「
宋
姚
寛
戰
國
策
後
序
引
『
廣

韻
』
七
事
。
晉
有
大
夫
芬
質
、
●
干
者
著
書
顯
名
、
安
陵

丑
、
雍
門
中
大
夫
藍
諸
、
晉
有
亥
唐
、
趙
有
大
夫
m
賈
、

齊
威
王
時
有
左
執
法
公
旗
蕃
」。
蓋
注
中
凡
言
又
姓
者
、
必

以
其
人
實
之
、
而
今
書
皆
無
其
文
。
又
史
　
『
通
鑑
釋
文
』

所
引
『
廣
韻
』
其
不
載
於
今
書
者
亦
多
也
。﹇
又
此
書
本
之

『
唐
韻
』
而
『
容
齋
随
筆
』
引
『
唐
韻
』
云
「
韓
滅
子
孫
分

散
江
淮
間
。
音
以
韓
爲
何
字
。
随
音
變
遂
爲
何
氏
」。
今

『
廣
韻
』
又
不
載
此
文
也
﹈。
十
干
皆
引
『
爾
雅
』
歳
陽
、

而
戊
下
不
引
著
雍
。
又
考
之
『
玉
海
』
言
「『
廣
韻
』
凡
二

萬
六
千
一
百
九
十
四
言
、
注
一
十
九
萬
一
千
六
百
九
十
二

字
」。
今
僅
二
萬
五
千
九
百
二
言
、
注
一
十
五
萬
三
千
四
百

二
十
一
字
、
則
注
之
刪
去
者
三
萬
八
千
二
百
七
十
一
而
正

文
亦
少
二
百
九
十
二
言
矣
。
又
『
文
獻
通
考
』
曰
「
有
陸

法
言
、
長
孫
訥
言
、
孫
●
三
序
」。
今
止
●
序
。
又
言
「
首

載
景

祥
符
敕
牒
」。
今
亦
無
之
。
則
亦
後
人
刪
去
之
矣
。

其
幸
而
存
者
天
之
未
喪
斯
文
也
、
嗚
呼
惜
哉
。

顧
炎
武
は
、
当
時
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
資
料
中
に
み
え

る
『
広
韻
』
の
引
用
が
符
山
堂
本
に
は
み
え
な
い
こ
と
、『
玉
海
』

に
み
え
る
『
広
韻
』
の
総
字
数
に
比
し
て
符
山
堂
本
の
総
字
数

が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、
符
山
堂
本
に
は
孫
●
の
序
し
か
み
え

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
れ
が
完
本
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
い
ま
実
際
に
た
し
か
め
て
み
る
と
、
沢
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存
堂
本
に
は
み
え
る
そ
れ
ら
の
文
言
が
符
山
堂
本
に
は
み
え
な

い
。
顧
炎
武
が
、
結
び
に
、「
其
幸
而
存
者
天
之
未
喪
斯
文
也
、

嗚
呼
惜
哉
（
も
し
幸
い
に
し
て
〔
完
本
『
広
韻
』
が
〕
現
存
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
天
が
こ
の
文
化
を
ま
だ
滅
ぼ
そ
う
と

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
に
、
ま
っ
た
く
惜
し
い
こ

と
で
あ
る
）」
と
い
う
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、『
論
語
』
子

罕
篇
に
、「
子
畏
於
匡
。
曰
、
文
王
既
沒
、
文
不
在
茲
乎
。
天
之

將
喪
斯
文
也
、
後
死
者
不
得
與
於
斯
文
也
。
天
之
未
喪
斯
文
也
、

匡
人
其
如
予
何
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
や
や

大
げ
さ
に
も
思
え
る
措
辞
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
顧
炎
武
自
身

の
本
心
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
我
々
と
し
て
は
、

こ
こ
か
ら
、
顧
炎
武
の
上
古
音
に
対
す
る
姿
勢
と
、
符
山
堂
本

『
広
韻
』
が
完
本
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
と
き
の
落
胆
振

り
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
節
略
本
を
重
刻
し
て

し
ま
っ
た
、
そ
の
不
明
を
恥
じ
て
潘
耒
に
書
き
送
っ
た
書
信
が

『
亭
林
餘
集
』「
與
潘
次
耕
札
其
五
」
に
み
え
て
い
る
。

讀
書
不
多
、
輕
言
著
述
、
必
誤
後
學
。
吾
之
跋
廣
韻
是
也
。

雖

主
讀
書
四
五
十
年
、
亦
同
此
見
。
今
廢
之
而
別
作
一

篇
、
並
送
覧
以
志
吾
過
。
平
生
所
著
、
若
此
者
往
往
多
有
、

凡
在
徐
處
舊
作
、
可
一
字
不
存
。
自
量

力
未
衰
、
或
未

遽
死
、
遅
遅
自
有
定
本
也
。（
勉
強
が
た
り
な
い
の
に
、

軽
々
し
く
発
言
し
た
り
、
も
の
を
書
い
た
り
す
る
と
、
必

ず
後
学
を
あ
や
ま
ら
せ
る
結
果
に
な
る
も
の
だ
。
私
が

『
広
韻
』
に
も
の
し
た
跋
文
が
ま
さ
に
そ
れ
だ
。
傅
山
の
よ

う
に
長
い
間
学
問
に
励
ん
で
い
る
者
も
私
と
同
じ
見
解
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
前
の
も
の
は
反
故
に
す
る
こ
と
に
し

て
、
あ
ら
た
に
別
の
一
篇
を
作
っ
た
が
、
古
い
ほ
う
も
一

緒
に
君
に
送
っ
て
み
て
も
ら
い
、
私
の
過
ち
を
書
き
と
め

て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
平
生
に
著
し
た
も
の
の
中
に
は
、

こ
の
た
ぐ
い
の
も
の
が
多
か
ろ
う
、
徐
家
に
お
い
て
あ
る

旧
作
は
す
べ
て
一
字
の
こ
ら
ず
捨
て
さ
る
こ
と
に
し
よ
う

と
お
も
う
。
ま
だ
力
は
衰
え
て
い
な
い
よ
う
だ
し
、
そ
ん

な
に
す
ぐ
に
寿
命
が
つ
き
る
と
も
お
も
え
な
い
の
で
、
ゆ

っ
く
り
と
で
も
完
成
稿
を
め
ざ
し
て
い
こ
う
と
お
も
っ
て

い
る
）

で
は
、
符
山
堂
本
は
ど
の
よ
う
な
系
統
の
『
広
韻
』
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
、
沢
存
堂
本
広
韻
の
巻
前
に
置
か

れ
て
い
る
朱
彝
尊
「
重
刊
広
韻
序
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
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る
。

曩
崑
山
顧
處
士
炎
武
校
廣
韻
、
力
欲
復
古
刊
之
淮
陰
、
第

仍
明
内
庫
鏤
板
、
縁
古
本
箋
注
多
寡
不
齊
中
涓
取
而
刪
之

略
均
其
字
數
、
頗
失
作
者
之
旨
。（
さ
き
に
崑
山
の
処
士
顧

炎
武
は
『
広
韻
』
を
校
勘
し
、
つ
と
め
て
古
に
復
そ
う
と

し
て
こ
れ
を
淮
陰
で
刊
行
し
た
の
だ
が
、
明
の
内
庫
本
で
、

古
本
の
箋
注
は
字
数
の
多
寡
が
不
揃
い
で
あ
っ
た
も
の
を

中
涓
が
削
っ
て
長
さ
を
ほ
ぼ
揃
え
て
し
ま
っ
た
も
の
に
拠

っ
て
い
る
た
め
に
、
か
な
り
本
来
の
姿
を
失
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
）

潘
耒
も
ま
た
、
同
じ
く
「
重
刊
古
本
広
韻
序
」
に
お
い
て
、

そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

先
師
顧
亭
林
深
明
音
學
、
憫
學
者
泥
今
而
昧
古
、
實
始
表

章
此
刻
之
淮
上
、
然
其
所
見
乃
内
府
刊
本
、
已
経
刪
削
者
、

久
而
覺
其
書
之
不
完
作
後
序
以
志
遺
憾
。（
吾
師
顧
亭
林
先

生
は
、
音
韻
の
学
を
究
め
、
学
問
に
志
す
も
の
が
今
に
拘

泥
し
、
古
の
本
当
の
姿
に
は
疎
い
の
を
憂
え
て
、
は
じ
め

て
『
広
韻
』
と
い
う
書
物
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
、
世
に

広
め
る
た
め
淮
陰
で
刊
行
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
拠
っ
た

と
こ
ろ
は
、
内
府
刊
本
の
す
で
に
刪
節
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
先
生
は
そ
れ
が
完
本
で
は

な
い
こ
と
を
さ
と
り
、
後
序
を
作
っ
て
遺
憾
の
気
持
ち
を

示
さ
れ
た
）

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
符
山
堂
本
の
祖
本
は
、
明
の
内
府
刊
本

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
広
韻
』
に
は
、
注
解
の
詳
し
い
も
の
、
そ
う
で
な
い
も
の

の
大
き
く
分
け
て
ふ
た
つ
の
系
統
が
あ
る
。
略
本
は
、
さ
ら
に

刪
節
の
多
い
も
の
、
少
な
い
も
の
の
系
統
に
分
か
れ
る
が
、
符

山
堂
本
は
、
略
本
の
う
ち
で
は
刪
節
の
少
な
い
も
の
に
属
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、「
東
」
字
の
注
解
に
つ
い
て
み
る
と
、
沢
存

堂
本
は
、
二
百
二
十
九
字
あ
る
の
に
対
し
て
、
次
に
引
く
と
お

り
、
符
山
堂
本
は
五
十
字
し
か
な
い
。

徳
紅
切
、
東
方
也
、
説
文
動
也
、
又
東
風
菜
、
呉
都
賦
云

草
則
東
風
扶
留
、
又
姓
、
舜
之
後
有
東
不
n
、
又
漢
複
姓

東
方
朔
、
何
氏
姓
苑
有
東
莱
氏
、
十
七
。
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ま
た
、
略
本
に
は
、
た
だ
注
解
を
削
っ
た
だ
け
で
な
く
、
原

本
の
文
字
を
も
誤
っ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
略
本
間
の
系

統
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
符
山
堂
本
に
「
東
方
」

や
「
舜
之
後
」
と
あ
る
の
は
、
正
し
く
は
「
春
方
」
お
よ
び

「
舜
七
友
」
で
あ
る
。
今
、
内
府
刊
本
を
み
る
と
、
や
は
り
誤
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
「
東
方
」「
舜
之
後
」
に
作
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら

も
、
明
の
内
府
刊
本
が
、
符
山
堂
本
の
祖
本
で
あ
る
こ
と
が
確

か
め
ら
れ
る
。
な
お
、
顧
広
圻
『
思
適
齋
集
』
巻
十
四
「
書
元

槧
広
韻
後
」
は
、
顧
広
圻
が
手
に
し
た
元
刊
本
は
、
明
内
府
本

を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
同
一
系
統
の
祖
本
（
つ
ま
り
略
本
で
も

刪
注
が
少
な
い
系
統
の
も
の
）
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
こ
の
元
刊
本
は
、
内
府
本
お
よ
び
符
山
堂
本
が
「
舜
之
後
」

と
誤
る
部
分
を
、
正
し
く
「
舜
七
友
」
に
作
っ
て
お
り
、
顧
広

圻
は
、
符
山
堂
本
の
誤
り
は
内
府
本
に
一
致
し
て
い
る
か
ら
、

符
山
堂
本
の
巻
首
「
正
字
」
の
後
ろ
に
「
悉
依
元
本
不
敢
添
改

一
字
」
と
い
っ
て
い
る
「
元
本
」
と
は
「
元
来
之
本
」
の
意
味

で
あ
り
、
顧
炎
武
は
元
刊
本
を
目
睹
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

分
か
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
間
接
的
な
が
ら
、
こ
こ
か
ら
、
内

府
本
と
符
山
堂
本
は
（
他
の
テ
キ
ス
ト
を
経
由
し
て
い
な
い
）

直
接
の
親
子
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
顧

広
圻
が
い
う
元
槧
と
は
、
上
掲
王
国
維
「
顧
刻
広
韻
跋
」
に

「
此
本
出
於
明
経
廠
本
、
経
廠
本
又
出
於
元
圓
沙
書
院
本
」
と
あ

る
「
圓
沙
書
院
本
」
で
あ
ろ
う
か
、
今
、『
古
逸
叢
書
』
所
収
覆

元
泰
定
圓
沙
書
院
本
を
み
る
と
、「
東
」
の
注
解
は
、「
東
方
」

「
舜
七
友
」
に
作
る
ほ
か
は
、
符
山
堂
本
に
一
致
し
て
い
る
。
こ

の
あ
た
り
の
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
、
顧
広
圻
は
、
上
掲
朱
彝
尊

「
重
刊
広
韻
序
」
に
あ
る
、
略
本
の
刪
注
が
明
の
中
涓
に
よ
り
は

じ
ま
っ
た
と
い
う
説
は
通
ら
な
い
と
非
難
し
て
い
る
。
な
お
、

邵
懿
辰
撰
・
邵
章
続
録
『
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
』（
中
華
書

局
、
一
九
五
九
年
）
に
は
、「
朱
修
伯
曰
、
顧
亭
林
據
明
内
府
本
、

更
從
他
書

入
數
條
、
倩
張
力
臣
繕
寫
刊
行
」
と
、
朱
学
勤
の

説
が
引
い
て
あ
り
、
符
山
堂
本
が
内
府
本
に
こ
と
ご
と
く
一
致

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
留
保
し
て
お
き
た
い
。

三.

符
山
堂
本
『
広
韻
』
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン

符
山
堂
本
が
内
府
本
の
文
字
を
改
め
て
い
る
か
と
い
う
問
題

は
ひ
と
ま
ず
置
く
こ
と
と
し
て
、
次
に
符
山
堂
本
自
身
の
エ
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
い
。
小
論
に
あ
た
っ
て
目
に

す
る
こ
と
の
で
き
た
符
山
堂
本
は
、
次
の
三
種
で
あ
る
。
本
稿
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に
お
け
る
略
称
を
掲
げ
、
参
考
の
た
め
、
所
蔵
機
関
に
よ
る
目

録
の
該
当
箇
所
を
あ
わ
せ
て
引
用
す
る
。
な
お
、
後
述
の
吉
川

幸
次
郎
博
士
旧
蔵
に
か
か
る
符
山
堂
本
（
以
下
、
吉
川
本
と
略

称
す
る
）
に
つ
い
て
は
、『
吉
川
文
庫
漢
籍
目
録
』
な
ど
に
著
録

さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
所
在
を
突
き
止
め
る
に
至

っ
て
い
な
い
。
吉
川
本
に
つ
い
て
は
、
前
掲
倉
石
武
四
郎
「
清

朝
小
学
史
話
」
と
、
清
代
経
学
の
研
究
班
「
顧
炎
武
『
音
論
』

訳
注
」
の
記
述
に
よ
っ
て
論
を
進
め
た
い
。

関
西
大
本

一
五
四
　
廣
韻
五
巻
　
宋
陳
彭
年
等
奉
敕
撰
　
五
冊

原
題，
「
廣
韻
」。
匡
郭，

二
〇.

三
×
十
三.

六
　
八
行
、

注
文
雙
行
二
十
四
字
。
左
右
雙
邊
。
白
口
。
印
記，
「
陵

川
王
氏
蔵
書
」。
序
跋，
「
題
廣
韻
書
後
」、「
陳
州
司
馬

孫
●
唐
韻
序
」（
天
寶
十
載
・
七
五
一
）、
陳
上
年
「
重

刻
廣
韻
序
」。
四
庫
総
目
巻
四
十
二
。〔
其
他
〕
封
面

「
依
宋
板
重
刻
　
廣
韻
　
符
山
堂
蔵
板
」

（『
関
西
大
学
所
蔵
内
藤
文
庫
漢
籍
（
古
刊
・
古
抄
）
目
録
』、
一
九
八
六
年
）

京
大
本

廣
韻
五
卷
宋
陳
彭
年
等
奉
敕
撰
　
康
熙
六
年
潁
川
陳

氏
刊
本
五
册

（『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
漢
籍
目
録
』、
一
九
八
一
年
）

京
産
大
本

廣
韻
五
卷
宋
陳
彭
年
等
奉
敕
撰
　
康
熙
六
年
　
潁
川

陳
氏
刊
本
一
〇
册
一
帙

（『
京
都
産
業
大
学
図
書
館
所
蔵
　
小
川
環
樹
文
庫
漢
籍
目
録
』、
二
〇
〇
二
年
）

三
種
を
比
較
す
る
と
、
版
面
の
印
象
か
ら
、
京
大
・
京
産
大

本
の
ほ
う
が
後
刷
り
の
よ
う
で
あ
る
が
、
本
文
の
版
式
・
行
款

は
一
致
し
て
お
り
、
同
一
の
版
木
か
ら
刷
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
判
断
で
き
る
。
た
だ
し
、
題
広
韻
書
後
、
唐
韻
序
、
陳
上

年
序
、
正
字
の
各
部
分
に
つ
き
、
違
い
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら

を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、「
題
広
韻
書
後
」
は
、
関
西
大
本
の
み
に
附
せ
ら
れ
て

い
る
。

続
い
て
、
唐
韻
序
に
つ
い
て
は
、
関
西
大
本
に
は
、
唐
韻
序

の
最
後
の
一
文
字
「
也
」
が
四
葉
裏
一
行
目
に
と
び
だ
す
形
で

み
え
て
お
り
、
さ
ら
に
六
行
あ
け
て
最
終
行
に
「
唐
韻
序
」
と
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記
さ
れ
て
い
る
。
京
大
本
に
は
「
也
」
字
は
み
え
る
も
の
の
、

最
終
行
の
「
唐
韻
序
」
の
三
字
は
み
え
な
い
。
京
産
大
本
に
は

「
也
」
字
「
唐
韻
序
」
の
三
字
と
も
に
み
え
な
い
。

さ
ら
に
、
陳
上
年
序
に
つ
い
て
は
、
九
葉
裏
の
最
終
行
は
、

下
に
四
字
分
の
空
格
を
残
し
、「
…
…
潁
川
陳
上
年
序
」
で
結
ば

れ
て
い
る
の
は
三
本
に
共
通
し
て
い
る
が
、
京
大
本
、
京
産
大

本
に
は
、
続
く
第
十
葉
の
一
行
目
か
ら
二
行
目
に
か
け
て
、「
康

煕
六
年
歳
干
彊
圉
支
協
洽
六
月
既
望
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、

関
西
大
本
は
こ
の
十
葉
目
を
脱
し
て
い
る
。
ま
た
、
京
大
本
、

京
産
大
本
に
は
、
陳
序
に
続
く
一
葉
の
一
行
目
に
、「
正
字
」
と

あ
り
、
続
い
て
四
行
に
亘
っ
て
「
上
谷
陳
上
年
祺
公
」「
呉
郡
顧

炎
武
寧
人
」「
關
中
李
因
篤
天
生
」「
淮
陰
張
　
●
力
臣
」
と
四

人
の
貫
籍
姓
名
を
題
し
た
後
に
さ
ら
に
一
行
あ
け
て
七
行
目
に

「
悉
依
元
本
不
敢
添
改
一
字
」
と
刻
し
て
あ
る
が
、
関
西
大
本
は

こ
の
一
葉
も
脱
し
て
い
る
。

他
の
二
本
に
比
し
て
関
西
大
本
の
異
質
性
が
際
立
っ
て
い
る

の
が
目
を
引
く
。
た
と
え
ば
、
京
大
本
や
京
産
大
本
に
は
、「
題

広
韻
書
後
」
は
み
ら
れ
な
い
。
す
で
に
引
い
た
「
顧
刻
広
韻
跋
」

に
お
い
て
、
王
国
維
は
、
そ
の
家
蔵
に
か
か
る
符
山
堂
本
『
広

韻
』
に
つ
い
て
、「
亭
林
後
序
比
文
集
所
載
者
殊
略
。
蓋
彼
乃
定

稿
、
此
則
初
稿
也
（
こ
の
符
山
堂
本
に
附
さ
れ
た
顧
炎
武
の
後

序
は
『
顧
亭
林
文
集
』
所
載
の
も
の
に
比
べ
て
か
な
り
簡
略
な

も
の
で
あ
る
。
思
う
に
文
集
の
ほ
う
が
定
稿
で
あ
り
、
こ
ち
ら

は
初
稿
な
の
で
あ
ろ
う
）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
後
序

と
は
、
関
西
大
本
の
「
題
廣
韻
書
後
」
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

（
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
た

し
か
に
、「
題
広
韻
書
後
」
に
み
え
て
「
書
広
韻
後
」
に
み
え
な

い
の
は
、
た
だ
ひ
と
つ
、『
容
斎
随
筆
』
引
『
唐
韻
』
の
例
で
あ

り
、
こ
れ
は
、
厳
密
に
は
、『
唐
韻
』
に
つ
い
て
の
引
用
で
あ
り
、

『
広
韻
』
の
例
で
な
い
こ
と
か
ら
削
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、「
題
広
韻
書
後
」
が
「
則
此
書
之
爲
後
人
刪
去
者
多
矣
」

と
あ
る
の
に
対
し
、「
書
広
韻
後
」
が
「
則
亦
後
人
刪
去
之
矣
」

と
結
ん
で
い
る
の
は
、
目
睹
し
う
る
限
り
の
資
料
は
渉
猟
し
尽

く
し
た
と
い
う
語
感
が
に
じ
み
出
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ

が
、
こ
れ
は
穿
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
）。
王
国
維
は
、
こ
れ
も

「
顧
刻
広
韻
跋
」
の
中
で
、「
別
本
巻
首
有
校
勘
人
姓
名
一
葉
。

有
陳
上
年
・
張
●
・
顧
炎
武
・
李
因
篤
四
人
名
。
此
本
奪
此
一

葉
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
関
西
大
本
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
改
装
な
ど
に
よ
り
、
偶
然

に
、
正
字
の
一
葉
が
脱
し
た
り
、「
題
廣
韻
書
後
」
が
付
け
加
え
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ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
符
山
堂
本
に
は
「
題
広
韻
書
後
」（
あ
る

い
は
「
書
広
韻
後
」）
を
冠
し
、
か
つ
、
正
字
の
一
葉
を
脱
す
る

も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
ふ
た
つ
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ

る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
京
大
本
・
京
産
大
本
に

「
康
煕
六
年
歳
干
彊
圉
支
協
洽
六
月
既
望
」
と
あ
る
一
葉
が
、
関

西
大
本
に
は
脱
し
て
い
る
の
も
偶
然
で
は
な
く
顧
炎
武
が
清
朝

に
よ
る
紀
年
を
嫌
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
こ
こ
か
ら
推
す
と
、
京
大
本
・
京
産
大
本
と
関
西
大
本
の

違
い
は
、
い
わ
ば
公
の
も
の
と
顧
炎
武
が
個
人
的
に
供
す
る
も

の
と
い
う
用
途
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
吉
川
本
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。
こ
の
本
は
、
封
面

に
「
依
宋
板
重
刻
」、「
符
山
堂
蔵
板
」
と
題
し
、
最
初
に
孫
●

の
「
唐
韻
序
」
を
載
せ
、
次
に
康
煕
六
年
陳
上
年
の
序
、
正
字

と
し
て
陳
上
年
・
顧
炎
武
・
李
因
篤
・
張
●
の
四
人
の
姓
名
籍

貫
の
題
し
て
い
る
と
い
う
。「
題
広
韻
書
後
」
は
附
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
点
も
含
め
て
こ
こ
ま
で
は
京
大
本
・
京

産
大
本
と
共
通
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
吉
川
幸
次
郎
旧
蔵

『
広
韻
』
に
は
、
他
の
三
本
に
は
い
ず
れ
も
み
え
な
い
「
音
論
」

が
附
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。

「
音
論
」
は
、
顧
炎
武
『
音
学
五
書
』
の
一
篇
で
あ
る
。
現

行
本
『
音
学
五
書
』
の
「
音
論
」
が
三
巻
、
「
古
曰
音
今
曰

韻
」・「
韻
書
之
始
」・「
唐
宋
韻
譜
異
同
」・「
古
人
韻
緩
不
煩
改

字
」・「
古
詩
無
叶
韻
」・「
四
聲
之
始
」・「
古
人
四
聲
一
貫
」・

「
入
爲
閏
聲
」・「
近
代
入
聲
之
誤
」・「
六
書
轉
注
之
解
」・「
先
儒

兩
聲
各
義
之
説
不
盡
然
」・「
反
切
之
始
」・「
南
北
朝
反
語
」・

「
反
切
之
名
」・「
讀
若
」
の
十
五
条
か
ら
な
る
の
に
対
し
、
吉
川

本
に
附
さ
れ
た
「
音
論
」
は
、「
韻
書
之
始
」・「
唐
宋
韻
譜
異
同
」

の
二
条
の
み
を
含
む
一
巻
で
あ
り
、
字
句
に
つ
い
て
も
現
行
本

『
音
学
五
書
』
所
収
「
音
論
」
と
の
間
に
異
同
が
み
ら
れ
る
。
こ

の
一
巻
本
「
音
論
」
に
つ
い
て
、
倉
石
武
四
郎
は
、「
今
の
音
論

な
り
音
学
五
書
な
り
は
後
に
な
っ
て
企
画
を
拡
充
し
た
も
の
で
、

最
初
は
た
だ
広
韻
を
得
た
こ
と
を
喜
び
、
広
韻
の
縁
起
を
考
え

た
も
の
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
」
と
の

見
解
を
示
す
の
に
対
し
、「
顧
炎
武
『
音
論
』
訳
注
」
は
、「
あ

る
い
は
こ
の
一
巻
本
が
原
『
音
論
』
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、

と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
、『
広

韻
』
の
た
め
に
こ
と
に
関
係
の
深
い
部
分
を
抜
粋
し
て
作
ら
れ

た
も
の
だ
、
と
い
う
可
能
性
も
排
除
し
が
た
い
」
と
す
る
。
こ

と
の
当
否
は
さ
て
お
き
、
符
山
堂
『
広
韻
』
に
は
、
一
巻
本

「文学部紀要」文教大学文学部第19-1号　渡邉　大

─ 204 ─
（11）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）



「
音
論
」
を
附
す
か
否
か
と
い
う
点
に
お
い
て
も
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

四.
内
府
本
の
入
手
時
期
に
つ
い
て

符
山
堂
本
に
附
さ
れ
た
陳
上
年
序
は
、
実
は
顧
炎
武
に
よ
る

代
作
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
、
こ
れ
も
再
三
取
り
上
げ
た
王
国

維
「
顧
刻
広
韻
跋
」
に
み
え
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
序
は
、

「
音
学
五
書
序
」、『
音
論
』「
韻
書
之
初
」「
唐
宋
韻
譜
異
同
」、

「
答
李
子
徳
書
」
と
重
な
る
部
分
が
多
く
、
顧
炎
武
の
手
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
陳
序
に
は
、
符
山
堂
本
の
親
本
と

な
る
内
府
本
の
入
手
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

顧
徴
君
炎
武
…
…
所
著
有
『
音
論
』『
詩
本
音
』『
易
音
』

『
唐
韻
正
』『
古
音
表
』、
諸
書
皆
所
以
正
唐
韻
之
失
者
而
以

唐
正
宋
、
則
主
『
廣
韻
』。
向
過
鴈
門
數
數
爲
余
言
之
、
又

出
其
所
攜
善
本
相
與
繙
閲
、
惜
此
書
存
者
無
幾
、
即
顧
本

不
得
借
留
。
同
學
關
中
李
處
士
因
篤
偶
見
之
京
師
舊
肆
、

遂
購
以
歸
。
予
乃
割
奉
若
干
屬
淮
上
張
文
學
●
重
付
剞
o

公
諸
海
内
焉
。（
顧
炎
武
…
…
の
著
書
に
は
、『
音
論
』『
詩

本
音
』『
易
音
』『
唐
韻
正
』『
古
音
表
』
が
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
唐
代
の
韻
を
正
す
た
め
も
の
で
あ
り
、
唐

に
よ
っ
て
宋
を
正
す
の
に
は
も
っ
ぱ
ら
『
広
韻
』
に
よ
っ

た
。
彼
は
、
鴈
門
を
訪
れ
る
と
度
々
私
に
そ
の
よ
う
に
言

っ
て
は
携
え
て
い
る
善
本
を
取
り
出
し
、
と
も
に
繙
き
閲

す
る
の
で
あ
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
こ
の
本
に
は
現
存
す

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
か
と
い
っ
て
顧
氏
の
も
の
も

借
り
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
ま
た
ま
同
学
の
李
因
篤

が
京
師
の
古
書
店
で
こ
れ
を
発
見
し
て
購
っ
て
き
た
の
で
、

自
分
は
費
用
を
負
担
し
、
張
●
に
重
刻
の
こ
と
を
依
頼
し
、

海
内
に
公
布
す
る
こ
と
に
し
た
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
顧
炎
武
は
自
身
で
す
で
に
『
広
韻
』
の
善

本
を
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
話
は
疑
わ

し
い
。
勿
論
そ
の
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
だ
が
、
す
で
に
み
た
「
與
潘
次
耕
札
其
五
」
の
内
容
や
、

「
題
広
韻
書
後
」
が
書
か
れ
た
り
、
後
に
な
っ
て
改
定
さ
れ
た
り

と
い
う
事
情
を
考
え
る
と
、
顧
炎
武
は
も
と
も
と
『
広
韻
』
を

所
蔵
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
『
広
韻
』
を
目
に
し

て
か
ら
も
、
あ
ま
り
間
を
お
か
ず
に
重
刻
に
か
か
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
広
韻
』
発
見
の
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喜
び
と
、
陳
上
年
に
な
り
か
わ
っ
て
の
執
筆
と
い
う
虚
構
の
中

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
と
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
結
果
の

潤
筆
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
符
山
堂
本
『
広
韻
』
が
、
李
因
篤
が
京
師
で
購
っ
て

き
た
本
に
由
来
す
る
こ
と
は
、
王
弘
撰
『
山
志
』
二
集
巻
四

「
韻
」
に
も
「
李
子

嘗
得
廣
韻
舊
本
、
顧
亭
林
言
之
陳
祺
公
託

張
力
臣
爲
●
木
淮
陰
。
此
唐
人
所
用
之
韻
也
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
顧
炎
武
と
親
交
の
あ
っ
た
王
弘
撰
の
言
で
あ
る
か
ら
、
こ

ち
ら
は
確
実
で
あ
る
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
陳
上
年
は
『
干
禄
字
書
』
も
重
刊
し
て
お
り
、

そ
の
「
重
刻
干
禄
字
書
序
」
が
、
今
、
朱
振
祖
鈔
『
別
本
干
禄

字
書
』
に
み
え
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
陳
上
年
が
刻
し
た
『
干

禄
字
書
』
は
、
も
と
顧
炎
武
の
蔵
書
で
あ
り
、
李
因
篤
が
そ
れ

を
出
版
す
る
よ
う
に
と
陳
上
年
に
勧
め
、
陳
上
年
が
張
●
に
重

刻
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
こ
の
『
干
禄
字

書
』
も
符
山
堂
蔵
板
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は

『
広
韻
』
の
こ
と
も
触
れ
ら
れ
て
い
て
、「
寧
人
與
天
生
亟
稱
廣

韻
、
廣
韻
分
部
雖
不
盡
衷
於
經
、
然
頗
爲
近
古
。
字
画
亦
端
楷

可
觀
、
以
簡
秩
稍
多
、
未
能
即
刻
、
故
先
刻
干
禄
書
（
顧
寧
人

と
李
天
生
は
し
ば
し
ば
『
広
韻
』
を
称
揚
す
る
。『
広
韻
』
の
分

部
は
、
す
べ
て
が
経
書
に
合
致
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
、
そ
れ
で
も
古
音
に
頗
る
近
い
。
そ
ち
ら
の
ほ
う
は
字
画

も
整
っ
て
お
り
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
分
量
が
多
い
た

め
に
す
ぐ
に
重
刻
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め
、
ま

ず
『
干
禄
字
書
』
を
重
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
）」
と
あ
る
。
こ

の
序
の
末
尾
に
は
「
康
煕
五
年
秋
八
月
既
望
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
『
広
韻
』
重
刻
の
た
め
の
準
備
が
整

っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ

う
に
、
符
山
堂
本
『
広
韻
』
重
刊
が
な
っ
た
の
は
、
そ
の
十
ヶ

月
後
の
、
康
煕
六
年
六
月
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
李
因
篤

が
『
広
韻
』
を
購
入
し
た
の
は
康
煕
五
年
か
ら
遡
る
こ
と
幾
許

も
な
い
時
期
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

呉
懐
清
『
関
中
三
李
年
譜
』
巻
六
「
天
生
先
生
年
譜
」
に
よ

れ
ば
、
康
煕
五
年
以
前
で
、
李
因
篤
が
京
師
を
訪
れ
た
の
は
康

煕
四
年
の
み
で
あ
る
。
こ
の
歳
、
李
因
篤
は
朝
見
の
た
め
上
京

す
る
陳
上
年
に
同
道
し
て
都
に
足
を
運
ん
で
い
る
。
ま
た
、
そ

の
翌
年
の
康
煕
五
年
六
月
、
顧
炎
武
は
代
州
の
陳
上
年
の
衙
門

に
李
因
篤
を
訪
ね
て
い
る
。『
干
禄
字
書
』
お
よ
び
『
広
韻
』
重

刻
の
時
期
と
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
李
因
篤
が
『
広
韻
』
を
入

手
し
た
の
は
康
煕
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ

「文学部紀要」文教大学文学部第19-1号　渡邉　大

─ 202 ─
（13）

（
32
）

（
33
）



ろ
う
。
李
因
篤
が
顧
炎
武
と
知
遇
を
得
た
の
は
康
煕
二
年
で
あ

っ
た
。
時
に
李
因
篤
は
三
十
三
歳
、
陳
上
年
の
幕
下
に
あ
っ
た

が
、
こ
れ
以
後
、
二
人
の
親
交
が
は
じ
ま
っ
た
。『
音
学
五
書
』

に
は
時
折
、
李
因
篤
の
説
が
み
え
て
お
り
、
彼
と
の
交
流
が
顧

炎
武
の
音
学
形
成
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、『
広
韻
』
重
刊
に
お
い
て
も
ま
た
李
因
篤
の
果
た
し

た
役
割
は
ま
た
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
よ
り
、
符
山
堂
本
『
広
韻
』
に
は
、
い
く
つ
か
の
エ
デ

ィ
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
直
接
の
祖
本
と
な

る
内
府
本
は
李
因
篤
が
京
師
に
赴
い
た
康
煕
四
年
に
購
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
エ
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
顧
炎
武
の
清
朝
に
対
す
る
姿

勢
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
し
、

ま
た
、『
広
韻
』
の
入
手
時
期
に
つ
い
て
は
、
顧
炎
武
の
上
古
音

説
の
形
成
に
関
連
し
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
は
、
そ

の
『
広
韻
』
が
顧
炎
武
の
『
音
学
五
書
』
や
『
日
知
録
』
な
ど

に
実
際
ど
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
の
か
考
察
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
本
稿
の
む
す
び
に
か
え

た
い
。

注（
１
）『
戴
東
原
集
』
巻
四
。

（
２
）
一
六
一
三
〜
一
六
八
二
年
。
崑
山
の
人
。
名
は
絳
、
当
初
、
字
を

忠
清
と
い
っ
た
が
、
明
朝
滅
亡
後
、
名
を
顧
炎
武
、
字
を
寧
人
と
改

め
、
時
に
蒋
山
傭
の
変
名
を
用
い
た
。
亭
林
は
そ
の
号
。

（
３
）
張
穆
『
顧
亭
林
先
生
年
譜
』、
周
可
真
『
顧
炎
武
年
譜
』（
蘇
州
大

学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
等
参
照
。
な
お
、『
音
学
五
書
』
に
は
、

崇
禎
癸
未
（
一
六
四
三
年
）
の
年
号
を
記
す
石
倉
居
士
曹
学
●
の
序

が
附
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
に
つ
き
議
論
が
あ
る
。

顧
炎
武
の
古
音
研
究
の
淵
源
を
何
時
頃
に
求
め
る
の
か
は
難
し
い
問

題
で
あ
る
が
、『
音
学
五
書
』
は
『
広
韻
』
の
発
見
を
期
に
完
成
に

近
づ
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
後
掲
注
（
32
）
参
照
。

（
４
）
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
頼
惟
勤
「
顧
炎
武
の
『
詩

本
音
』
に
つ
い
て
（
一
）
〜
（
四
）」（『
御
茶
の
水
女
子
大
学
人
文

科
学
紀
要
』
第
二
十
一
巻
第
三
号
・
第
二
十
一
巻
一
号
・
第
二
十
三

巻
一
号
・
第
二
十
四
巻
一
号
、
一
九
六
八
〜
一
九
七
一
年
）、
岡
本

勲
「
清
朝
古
音
学
の
成
立
―
顧
炎
武
・
江
永
に
つ
い
て
」（『
中
京
大

学
文
学
部
紀
要
』
第
二
十
六
巻
二
号
、
一
九
九
一
年
）、
濱
口
富
士

雄
『
清
代
考
拠
学
の
思
想
史
的
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
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年
、
も
と
「
清
代
考
拠
学
の
形
成
契
機
―
顧
炎
武
『
音
学
五
書
』
か

ら
見
た
―
」、『
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』（
人
文
・
社
会
）

第
三
十
二
号
、
一
九
八
二
年
）、
井
上
進
「
漢
学
の
成
立
」（『
東
方

学
報
』
第
六
十
一
号
、
一
九
八
九
年
）、
木
下
鉄
矢
『
清
朝
考
証
学

と
そ
の
時
代
―
清
代
の
思
想
』（
創
文
社
、
一
九
六
六
年
、
も
と

「
古
音
学
の
歴
史
―
学
的
認
識
の
形
成
及
び
深
化
の
過
程
」、『
中
国

思
想
史
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
七
七
年
）、
臼
田
真
佐
子
「
顧
炎
武

『
唐
韻
正
』
に
お
け
る
入
声
韻
分
割
と
『
広
韻
』」（『
愛
知
大
学
文
学

論
叢
』
百
二
十
八
輯
、
二
〇
〇
三
年
）

（
５
）
頼
惟
勤
『
説
文
入
門
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
三
年
）

（
６
）
倉
石
武
四
郎
「
清
朝
小
学
史
話
」（『
漢
学
会
雑
誌
』
第
十
巻
第
三

号
、
一
九
四
二
年
十
二
月
）

（
７
）
王
国
維
『
観
堂
別
集
』
巻
三
。

（
８
）「
後
」
関
西
大
本
作
「
侯
」。

（
９
）「
只
」
関
西
大
本
作
「
止
」。

（
10
）「
攸
」
関
西
大
本
作
「

」。

（
11
）「
▲
」
関
西
大
本
作
「
羊
」。

（
12
）「
則
亦
後
人
刪
去
之
矣
」
関
西
大
本
作
「
則
此
書
之
爲
後
人
刪
去

者
多
矣
」。

（
13
）
た
だ
、
符
山
堂
本
去
声
五
「

」
韻
に
は
、「
▲
」
を
誤
っ
て

「
彼
」
に
作
っ
た
う
え
で
、「
彼
、
哀
也
。『
論
語
』
子
西
彼
哉
」
と

あ
る
の
だ
が
、
文
字
面
が
異
な
る
た
め
顧
炎
武
は
こ
れ
に
は
気
が
つ

か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、「
▲
」
は
上
声
「
紙
」
韻
に
も
所

収
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
、
符
山
堂
本
が
「
邪
也
」、
沢
存
堂
本

が
「
▲
蒼
云
▲
邪
也
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、
細
か

く
比
較
す
れ
ば
諸
資
料
に
引
か
れ
た
『
広
韻
』
と
沢
存
本
と
が
完
全

に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
引
用
の
「
雍
門
中
大
夫
藍
諸
」

は
、
沢
存
堂
本
は
「
中
山
大
夫
藍
諸
」
に
作
る
。
こ
の
こ
と
は
、
全

祖
望
『
▲
埼
亭
集
』
外
編
巻
三
十
五
「
題
重
刊
宋
本
廣
韻
後
」
に
、

「
顧
亭
林
之
購
廣
韻
也
。
但
得
明
人
芟
本
而
是
本
未
之
見
。
既
雕
而

惜
其
不
完
也
。
歴
引
前
人
書
所
載
而
爲
明
芟
本
所
無
者
志
於
後
。
今

以
是
本
攷
之
則
亭
林
所
引
者
皆
在
焉
。
惟
姚

國
策
後
序
引
廣
韻
藍

字
下
雍
門
中
大
夫
藍
諸
今
本
失
去
雍
門
二
字
又
作
中
山
大
夫
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
ま
た
『
曝
書
亭
集
』
巻
三
十
四
に
も
所
収
。

（
15
）
明
内
府
本
に
つ
い
て
は
、
明
・
劉
若
愚
『
内
板
経
書
紀
略
』
に

「
廣
韻
　
　
　
　

」
と
あ
る
。
ま
た
、
民
国
・
陶
湘
撰
『
明
代
内

府
経
廠
本
書
目
』
一
巻
あ
り
と
の
こ
と
だ
が
未
見
。

（
16
）
節
略
の
多
い
も
の
は
、
さ
ら
に
「
舜
之
後
」
か
ら
「
東
莱
氏
」
ま

で
の
二
十
二
字
を
略
し
て
、
二
十
八
字
し
か
な
い
と
い
う
。
朴
現

圭
・
朴
貞
玉
『
広
韻
版
本
考
』（
学
海
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
参

照
。
な
お
、
朴
書
に
「
舜
七
後
」
と
あ
る
の
は
単
な
る
誤
植
で
あ
ろ
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う
。

（
17
）
沢
存
堂
本
の
東
字
注
解
は
次
の
と
お
り
。

春
方
也
、
説
文
曰
動
也
、
從
日
在
木
中
、
亦
東
風
菜
、
廣
州
記

云
陸
地
生
莖
赤
和
肉
作
羮
味
如
酪
香
似
蘭
、
呉
都
賦
云
草
則
東

風
扶
留
、
又
姓
、
舜
七
友
有
東
不
n
、
又
漢
複
姓
十
三
氏
、
左

傳
魯
卿
東
門
襄
仲
後
因
氏
焉
、
齊
有
大
夫
東
郭
偃
、
又
有
東
宮

得
臣
、
晉
有
東
關
嬖
五
、
神
仙
傳
有
廣
陵
人
東
陵
聖
母
適
杜
氏
、

齊
景
公
時
有
隱
居
東
陵
者
乃
以
為
氏
、
世
本
宋
大
夫
東
郷
為
買

執
、
英
賢
譜
云
今

密
有
東
郷
姓
、
宋
有
員
外
郎
東
陽
无
疑
撰

齊
諧
記
七
卷
、
昔
有
東
閭
子
嘗
富
貴
後
乞
於
道
云
吾
為
相
六
年

未
薦
一
士
夏
禹
之
後
、
東
樓
公
封
於
杞
後
以
為
氏
、
莊
子
東
野

稷
、
漢
有
平
原
東
方
朔
、
曹
瞞
傳
有
南
陽
太
守
東
里
昆
、
何
氏

姓
苑
有
東
�
氏
、
徳
紅
切
、
十
七
。

（
18
）
内
府
本
は
、
據
明
内
府
原
刻
本
刊
小
学
彙
函
本
に
よ
る
。

（
19
）
同
様
の
批
判
は
、『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
も
み
え
て
い
る
。

（
20
）
し
か
し
、
見
通
し
か
ら
い
え
ば
、
内
府
本
に
お
け
る
明
ら
か
な
誤

刻
な
ど
の
訂
正
の
ほ
か
、
顧
炎
武
が
他
の
資
料
に
み
え
る
『
広
韻
』

の
引
用
を
符
山
堂
本
に
加
え
た
と
い
う
可
能
性
は
少
な
い
と
思
う
。

そ
れ
は
『
日
知
録
』
な
ど
に
み
え
る
彼
の
原
典
主
義
か
ら
考
え
て
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
符
山
堂
『
広
韻
』
に
も
、
上
聲

巻
三
冒
頭
の
欄
外
に
、「
李
因
篤
曰
巻
中
十
八
吻
十
九
隱
各
自
為
部

不
相
連
屬
而
其
下
各
註
云
獨
用
此
目
録
乃
云
同
用
誤
」
と
あ
り
、
そ

こ
に
は
む
や
み
に
テ
キ
ス
ト
を
改
変
し
な
い
と
い
う
姿
勢
が
現
れ
て

い
る
。

（
21
）『
吉
川
文
庫
漢
籍
目
録
』（
神
戸
市
立
図
書
館
編
集
・
発
行
、
一
九

八
五
年
）

（
22
）『
東
方
学
報
（
京
都
）』
第
五
十
一
冊
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
、
一
九
七
九
年
）

（
23
）
な
お
補
訂
な
ど
の
有
無
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
り
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

（
24
）
陳
上
年
、
字
は
祺
公
。
清
苑
（
河
北
省
）
の
人
。
順
治
六
年
の
進

士
。

（
25
）
李
因
篤
（
一
六
三
一
〜
一
六
九
二
）。
富
平
（
陝
西
省
）
の
人
。

字
は
子
徳
、
ま
た
天
生
。

（
26
）
張
●
（
一
六
二
五
〜
一
六
九
四
）。
淮
安
山
陽
（
江
蘇
省
淮
安
市
）

の
人
。
字
は
力
臣
。

（
27
）
な
お
謝
啓
昆
『
小
学
考
』
巻
三
十
に
は
顧
氏
炎
武
重
刊
広
韻
五
巻

が
存
と
し
て
著
録
さ
れ
て
お
り
、「
顧
炎
武
書
廣
韻
後
曰
…
…
」
と

し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
文
章
は
、『
亭
林
文
集
』
の
も
の
と
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
る
。『
小
学
考
』
は
、
原
書
に
附
せ
ら
れ
た
序
跋
を
転
載

す
る
と
い
う
朱
彝
尊
『
経
義
考
』
の
体
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
謝
啓
昆
は
改
訂
版
の
「
書
広
韻
後
」
が
附
さ
れ
て
い
る
符
山
堂
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本
『
広
韻
』
を
目
睹
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
符
山

堂
本
『
広
韻
』
に
は
、
初
稿
の
「
題
廣
韻
書
後
」
を
附
し
た
も
の
と

定
稿
の
「
書
広
韻
後
」
を
附
し
た
も
の
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
前
掲
「
與
潘
次
耕
札
其
五
」
か
ら
は
、
顧
炎
武
は
、

『
広
韻
』
重
刻
に
あ
た
っ
て
、
当
初
、「
題
廣
韻
書
後
」（
あ
る
い
は

「
書
廣
韻
後
」）
と
は
別
の
跋
を
も
の
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と

す
れ
ば
こ
れ
を
附
す
符
山
堂
本
『
広
韻
』
が
存
在
し
た
可
能
性
も
な

い
こ
と
は
な
い
。

（
28
）
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
顧
炎
武
自
身
の
編
次
に
も
と
づ
く

『
顧
亭
林
詩
集
』
の
紀
年
が
、
歳
星
と
干
支
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
首
肯
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
顧
炎
武
の
紀
年
に

つ
い
て
の
見
解
は
、『
日
知
録
』
巻
二
十
「
古
人
不
以
甲
子
名
歳
」

に
み
え
て
い
る
。
な
お
、
王
国
維
の
手
に
し
た
符
山
堂
本
に
こ
の
一

葉
が
脱
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
、「
顧
刻
広
韻
跋
」
に
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
は
、
避
諱
に
も
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
気
づ
い
た
限
り
で
は
三
種
と
も
陳
序
に

お
い
て
「
魏
左
校
令
李
登
」
と
作
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、「
魏
左
較
令

李
登
」
に
作
っ
て
い
る
。「
校
」
は
、
熹
宗
・
朱
由
校
の
諱
を
避
け

た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
全
面
的
に
調
査
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
待
考
。

（
29
）「
與
施
愚
山
」（『
亭
林
文
集
』
巻
三
）、「
與
人
書
其
三
」（『
蒋
山

傭
残
稿
』
巻
二
）、「
與
人
書
其
二
」（『
亭
林
佚
文
輯
補
』）
な
ど
に
、

顧
炎
武
が
友
人
な
ど
に
あ
て
た
書
簡
の
う
ち
い
く
つ
か
に
『
広
韻
』

を
送
る
と
い
う
記
事
が
み
え
る
。

（
30
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、『
音
学
五
書
』
の
成
立
、
延
い
て
は
顧

炎
武
の
上
古
音
研
究
の
形
成
と
絡
む
問
題
で
あ
り
、
稿
を
改
め
て
論

じ
た
い
が
、
現
時
点
に
お
け
る
見
通
し
か
ら
結
論
の
み
を
記
せ
ば
、

一
巻
本
「
音
論
」
が
三
巻
本
「
音
論
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
可
能
性

は
低
い
と
お
も
う
。

（
31
）
さ
ら
に
、
こ
の
ほ
か
、『
漢
学
師
承
記
』
巻
一
「
閻
若
●
」
条
に

は
、
江
藩
が
顧
千
里
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
顧
炎
武
が
刊
行
し
た

初
印
本
『
広
韻
』
の
「
校
刊
姓
氏
」
に
は
、「
受
業
閻
若
●
」
と
そ

の
名
が
連
ね
て
あ
っ
た
、
と
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
張
穆
『
閻

潛
邱
先
生
年
譜
』
は
、
符
山
堂
版
『
広
韻
』
の
刊
行
が
康
煕
六
年
で

あ
る
の
に
対
し
、
顧
炎
武
と
閻
若
●
が
相
識
っ
た
の
は
康
煕
十
一
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
、
符
山
堂
『
広
韻
』
に
、

四
人
の
姓
名
を
記
し
た
後
に
一
行
の
空
白
が
あ
る
た
め
に
、
こ
の
よ

う
な
話
を
で
っ
ち
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
と
の
べ
て
い
る
。

（
32
）
な
お
、
こ
の
序
に
は
、「
若
夫
述
三
代
之
遺
、
復
風
騷
之
正
、
則

有
寧
人
『
音
統
』
在
、
將
次
第
公

海
内
焉
」
と
い
う
文
言
が
み
え

て
い
る
。「
與
湯
聖
弘
」（『
蒋
山
傭
残
稿
』
巻
三
）
に
、「
拙
著
『
音

統
』
已
改
名
『
音
學
五
書
』、
以
鬻
産
之
資
、
付
力
臣
兄
刻
之
淮
上
、
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尚
需
改
定
、
故
未
印
出
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
音
学
五
書
』
の
名

称
が
『
音
統
』
か
ら
変
更
さ
れ
た
の
は
、「
重
刻
干
禄
字
書
序
」
が

書
か
れ
た
康
煕
五
年
秋
八
月
以
降
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
。

（
33
）
上
掲
「
天
生
先
生
年
譜
」
の
関
係
箇
所
原
文
は
次
の
と
お
り
。

康
煕
四
年
乙
巳
三
十
五
歳

春
從
陳
祺
公
展
覲
取
道
大
同
、
經
易
州
・
●
水
・
●
州
・
良
郷
、

抵
都
叩
謁
十
三
陵
。
出
都
經
保
定
返
代
。

康
煕
五
年
丙
午
三
十
六
歳

春
自
代
返
過
太
原
與
秀
水
朱
錫
鬯
彝
尊
定
交
。
春
抵
里
遊
青
門
。

五
月
番
禺
屈
翁
山
大
均
至
長
安
因
定
交
。
翁
山
偕
至
富
平
、
登

堂
拝
母
。
六
月
偕
赴
代
。
時
顧
寧
人
至
訪
先
生
於
道
署
。

ま
た
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
上
掲
「
顧
亭
林
先
生
年
譜
」
康
煕
五

年
の
条
に
も
「
訪
李
子
徳
於
代
州
牧
陳
祺
公
上
年
署
」
と
あ
る
。

（
34
）「
康
煕
二
年
…
…
在
代
州
崑
山
顧
寧
人
炎
武
遊
五
臺
、
經
代
州
遂

訂
交
」。
な
お
、
張
穆
「
顧
亭
林
先
生
年
譜
」
に
は
、「
康
煕
二
年
…

…
至
代
州
游
五
臺
與
富
平
李
氏
因
徳
遇
遂
訂
交
」
と
あ
る
が
、
ふ
た

り
が
は
じ
め
て
出
会
っ
た
の
は
代
州
で
あ
ろ
う
。

〔
付
記
〕

小
論
は
二
〇
〇
四
年
度
文
教
大
学
文
学
部
共
同
研
究
「
清
朝

考
証
学
の
成
立
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
端
で
あ
る
。
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